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はじめに 

 

奇跡の 3 年−。 

これは、世界的なスポーツイベントが同⼀国にて 3 年連

続で開催されることが史上初であったことを称し名付け

られた、⽇本における 2019 年から 2021 年までのことを

指す。そのイベントとは、ラグビーワールドカップ 2019、

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技⼤会、ワー

ルドマスターズゲームズ 2021 関⻄。特に、オリンピック・

パラリンピックが開催される 2020 年は、⽇本のスポーツ

界にとって、明るく、希望に満ちた、歴史に名を刻む、そ

んな 1 年となることを誰もが信じて疑わなかった。それが、

新型コロナウイルス感染症（以下、新型コロナ）により、

まったく違うものとなってしまった。 

 

1．新型コロナ拡⼤に伴う国内プロスポーツの動き 

2020 年 2 ⽉下旬、国内での新型コロナ感染者が増え始

め、政府による⼤規模イベントの⾃粛要請、史上初の⼩中

⾼⼀⻫休校要請が下る。3 ⽉に⼊ってもその数は減少の兆

しを⾒せず、3 ⽉ 24 ⽇、東京オリンピック・パラリンピッ

クの延期が決定された。その後、全国を対象とした緊急事

態宣⾔が発令され（2020.4.16）、安倍⾸相（当時）による

外出⾃粛要請とともに、「⽇本」が⽌まった。 

経済ロックダウンは、あらゆる産業へ計り知れない打撃

を与えたが、その対象はプロスポーツ界も例外ではない。

国内では、あらゆるスポーツ興⾏団体に先駆け、J リーグ

（⽇本プロサッカーリーグ）が公式戦の延期を決定

（2020.2.25）、その翌⽇に B リーグ（ジャパン・プロフェ

ッショナル・バスケットボール）もリーグ戦延期を決定し

た。さらには、プロ野球（NPB）の開幕延期決定（3.9）、

B リーグのシーズン中⽌（3.27）へと続いていく。 

その後、5 ⽉下旬から感染者が減り始めことを機に、プ

ロ野球が開幕（6.19）、J リーグも J2 の再開（6.27）を⽪切

りに動き始めた。ただし、ともに無観客での開催であった。

スポーツ観戦という⾏動は、いわゆる三密（密集、密接、

屋内競技であればここに密閉が加わる）を基本としている

ため、感染者数が減少傾向にあるとはいえ、「拡⼤抑⽌」の

観点から当然の策であったと⾔える。その後は、観客 5,000

⼈上限（7.10）、収容⼈数の 50％上限（9.19）へと、少しず

つではあるが段階的に緩和されていった。 

 

2．主要プロスポーツの経営状況 

とはいえ、無観客、⼊場制限による損失は極めて⼤きい

ことが予想される。J クラブ個別経営情報（J リーグ website）

を⾒ると、2019 年度シーズンにおける⿊字クラブは J1 全

18 クラブ中 12 クラブ、⾚字クラブは 6 クラブである。
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2020 年度決算が未発表（2021.2.25 時点）であるため、2019

年度実績をもとに、⼊場料収⼊が半減したと仮定し（他収

⼊や⽀出は変わらないものとする）、当期純利益を算出す

ると、1 クラブを除く 17 クラブで⾚字決算となる。中で

も、全収⼊に占める⼊場料収⼊の割合が⾼いクラブほど損

失が⼤きいと考えられる。スポーツビジネスにおいて、⼊

場料収⼊は「経営の基礎体⼒」とされる。なぜなら、⼊場

料収⼊はファンの数や⼈気の⾼さを⽰す指標であり、ファ

ンが多ければ放送権やスポンサー権の販売が容易となり、

さらにはグッズや飲⾷の売上にも直結するためである。チ

ームはマーケティングの⽬的を「集客」に置き、飲⾷を充

実させ、グッズを充実させ、エンターテインメント性を⾼

め、それら情報を SNS を使って発信し続ける、そんな取り

組みに邁進してきたのだ。そのことが⽪⾁にも新型コロナ

の影響を増⼤させてしまった。 

プロ野球の観客動員数も当然ながら激減している。在阪

球団の阪神タイガースは 2019 年に⽐べ、1 試合あたり約

34,000 ⼈減少、オリックス・バファローズは約 18,000 ⼈

減少している（プロ野球 Freak website）。おそらく J リー

グよりもプロ野球の⽅が損失は⼤きいだろう。なぜなら、

ホームでの試合数がサッカーに⽐べはるかに多く、収⼊全

体に占める⼊場料収⼊の割合が⾼いと考えられるからだ。

スタジアムに観客を呼び込む、脚を運んでもらうことに邁

進していたのはプロ野球界も同じである。実際、2019 年シ

ーズンの年間観客動員数は過去最多を記録し（⽇本野球機

構 website）、「⼈々を呼び込む」「集客する」ためのマーケ

ティングは、確実にチームを「経営の成功」へと導いてい

た。その⽮先に、⼈々の脚を⽌めてしまう、移動を⽌めて

しまう新型コロナがやってきたのである。 

 

3．ニューノーマルへ向かう 

現代は、VUCA（不安定・不確実・複雑・曖昧）の時代

と⾔われる。この先何が起こるのかまったく予測できない、

答えが⼀つとは限らない、複雑で曖昧な社会。ここに新型

コロナが加わり、世界は混迷を極めた。安宅（2020）によ

ると、医療崩壊を防ぎつつ集団免疫を確⽴するためには、

どの戦略をとるにしても少なくとも 2 年はかかるという。

新型コロナのような感染症は、⾃らではコントロール不能

な外部要因である。すなわち、⽣き残るためには、それに

合わせ⾃らが変化するしかないのだ。ジャレド・ダイアモ

ンド（2020）は著書の中で、⾃⾝の能⼒と価値観を公正に

評価した上で、「どれが現時点で機能し、変化後の新環境で

も機能するのか−つまり現状維持でよい部分を⾒極める。

そして、新たな状況に対応すべく、勇気をもって変えるべ

き部分も⾒極める」と述べ、変化に向け、柔軟に対応する

ことの重要性を説いている。 

では、何らかの⽅法で柔軟に対応し、安宅の⾔う「2 年

間」を耐えしのげば、元の社会、新型コロナ前の世の中に

戻るのだろうか。 

おそらくそうはならない。⼈は１度経験した便利さを⼿

放さない（リンダ・グラットン 2020）からだ。ウィズコロ

ナの今、我々は新たな⽣活様式を確⽴しつつある。仮に、

新型コロナが終息したとしても、新たに⾝につけた⽣活様

式、特に「便利なもの」は⼀時的なものにはならないだろ

う。選択肢の多さは我々の⽣活を豊かにしてくれる。ゆえ

に、今後あらゆる産業、ビジネスにおいて、新型コロナ前

の社会を想定するのでなく、「ニューノーマルへ向かう」と

いう姿勢が不可⽋になるだろう。 

ニューノーマルに向けた新たな業態を模索する業界、業

種の事例が報告されている。プロスポーツ界も例に漏れず、

変化を余儀なくされている今だからこそ、従来の仕組み、

スタイルから脱⽪するチャンスだと捉え、新たな観戦体験、

ビジネスチャンス、収⼊源の創出が求められる。 

 

4.スポーツ界全体で取り組むべき「信頼」の獲得・回復 

 笹川スポーツ財団の調査（笹川スポーツ財団 website）

によると、「スポーツ観戦再開に向けてイベント主催者に

期待する対策」について、消毒設備の充実、スタッフのマ

スク着⽤、室内の換気、⼈と⼈との間隔の確保等が上位を

占めたという。⼀⽅で、「今後しばらくはスタジアムや競技

場での観戦を控える」と回答した者の割合が 9.9％。また、

早稲⽥⼤学スポーツビジネス研究所の調査（早稲⽥⼤学ス

ポーツビジネス研究所 website）では、「スタジアムやアリ

ーナでは、感染予防対策はしっかりしていると思う」とい

う項⽬に対し、「そう思わない」「全くそう思わない」と答

えた者の合計が 15％〜20％ほど存在したという（調査は 5
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⽉ 15 ⽇、22 ⽇、29 ⽇の 3 度⾏われ、それぞれ 18.6％、

15.4％、15.3%）。これらの結果は、スポーツ観戦を感染リ

スクの⾼い、不要・不急な存在だと捉えている国⺠の現状

を⽰唆しているのではなかろうか。 

現状打破のためには、スポーツ観戦における「三密回避」

「感染回避」のノウハウを、各チーム（リーグ）それぞれ

が隠し合うのではなく、⼿の内を明かし、共有し合い、学

び合う。そして、それらの蓄積により、国⺠からの「信頼」

を獲得、回復していく。たとえ⾃チームが感染対策を徹底

していても、他チームでクラスター感染が発⽣した瞬間、

それはスポーツ界全体のイメージとして波及し定着する。

コロナ禍の中、今こそ、スポーツ界全体が互いの垣根を超

え、⼀致協⼒し、学び合う。それがニューノーマルに向か

うための確実な⼀歩になるだろう。 

 

5．新たな付加価値の創造 

 スポーツ界全体での感染対策の徹底に加え、もう⼀つの

視点を忘れてはならない。新たな付加価値の創造である。 

B リーグチェアマンの島⽥慎⼆⽒は、テレビのインタビ

ューにて、「このような厳しい状況でお客様を迎え⼊れる

ことは、価値としてもう⼀段上げていかなければ受け⼊れ

られることはない」と答えている。つまり、感染対策だけ

では不⼗分であり、新たな付加価値を創出できなければ観

客を呼び込むことはできないのだ。さらに、スポーツマー

ケティングラボラトリー代表取締役の荒⽊重雄⽒は、「従

来のスポーツビジネスは、“ホーム試合⽇に依存した収⼊”

が中⼼（主にチケット収⼊や放送権収⼊）だったが、これ

からは“スタジアムの外側”にこそチャンスがある」と指摘

する。つまり、スタジアム・アリーナの外側に⽬を向け、

これまでになかった観戦体験を提供することで、新たな付

加価値、ビジネスチャンスを創出すべきという主張である。 

この主張通り、現在、多くのプロを中⼼としたスポーツ

組織がスタジアム・アリーナの外側に着⽬した観戦を模索

し始めている。以下、その事例を紹介したい。 

 

6．ニューノーマルを⾒据えた新たな観戦体験 

最初に紹介するのは、ヤマハ株式会社が開発を進めるリ

モート応援システム「Remote Cheerer powered by Sound 

UD」（ヤマハ株式会社 website）である。専⽤のアプリを

ダウンロードし、試合展開に合わせて「応援ボタン」をタ

ップすると、⼈数に応じて会場内に設置されたスピーカー

から声援や拍⼿などの⾳を流すことができるシステムで

ある。2020 年には、J リーグや B リーグ、陸上競技の⼤会

において導⼊された。⾃宅等で観戦しながらも会場内にい

るような気分を味わうことができ、さらには、「離れていて

もつながっている」という気持ちの醸成にも期待が寄せら

れる。 

ファイターズスポーツ&エンターテイメントと電通は、

ロボットを活⽤した「Future Box Seatβ」というリモート

観戦システムを開発中である（北海道⽇本ハムファイター

ズ website）。観客席に設置したロボットを通して試合観戦

できるもので、⾃らの代わりとしてロボットに拍⼿を送っ

てもらったり、ロボットの頭についたカメラを 360 度動か

して好きなアングルで観戦したりできる。ロボットであれ

ば感染リスクを冒さずに楽しむことができるため、⾼齢者

や基礎疾患を持つ⽅、海外在住者など、脚を運ぶことが困

難な⼈でも会場にいるような気分を味わうことができる。 

ソフトバンクが提供している VR（Virtual Reality：仮想

現実）観戦にも注⽬が集まる（Soft Bank website）。専⽤の

アプリ、ゴーグルを⽤いることで⾃宅等でも臨場感あふれ

る映像を楽しむことができる。 

J クラブのヴィッセル神⼾が実施した「ドライブインパ

ブリックビューイング」も興味深い。ショッピングモール

屋上の野外駐⾞場に⼤型モニターを設置し、⾞内からモニ

ターに映し出されるサッカーを観戦するという取り組み

だ。限定 65 台のところ、2500 の応募が寄せられたという

（神⼾新聞 NEXT website）。解説等の⾳声は⾞内の FM ラ

ジオを⽤い、ヴィッセルの得点時はヘッドライトのパッシ

ングで喜びを表現、チャンス時はハザードランプで応援、

失点の際はフロントガラスに⽔を出すことで「⽔に流す」。

ファミリーで楽しめそうな取り組みである。 

プロスポーツではないが、⽇本フェンシング協会（公益

財団法⼈）が新しい観戦体験の提供にチャレンジしている。

剣先の軌跡を光らせ可視化するデジタル映像のインター

ネット配信である。剣先の動きがあまりにも速く、⾁眼で

は追えないというフェンシングの特性（強みであり弱みで
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もある）に対応するためだ。2020 年は新型コロナの影響も

逆⼿にとった。これまでは現地観戦している観客の視界を

考慮した場所にカメラや LED ライトを配備していたが、

無観客での開催となったため、その必要がなくなった。結

果、これまで以上の迫⼒ある、エンターテインメント性に

富んだ映像配信につながったという。 

最後に、「スタジアムの内側」での新たな事例について紹

介したい。 

J クラブの名古屋グランパス注 1）や⿅島アントラーズ注 2）

は「5G（第 5 世代移動通信システム）を使った新たなリア

ル観戦」にチャレンジしている。スタンド観客席の⼀部を

5G エリア化し、各座席に 5G 対応のスマートフォンを配

備。観客は⽬の前で繰り広げられるサッカーの試合をリア

ル観戦しながら、同時に⼿元の端末を使って、選⼿のシュ

ート数やパス数、⾛⾏距離などの情報、ボール⽀配率、フ

ォーメーションの変更等を確認したり、⾃分の席からは⾒

ることができない⾓度からの映像をほぼ遅延なく楽しん

だりできる（リアルとオンラインの 2 軸による観戦）。こ

のマルチアングル映像は、⾃在な「視点のワープ」と呼ば

れ、スポーツ観戦に⾰命的な進化をもたらすと期待されて

いる（⽇経 BP2020）。 

このように、ニューノーマルを⾒据えた新たなスポーツ

観戦体験の創出が進みつつある。現状について、追⼿⾨学

院⼤学准教授の上林功⽒はこのように述べている。「IT を

使いながら、スタジアムの外の歓声を中に持っていき、中

の臨場感を外でもオンラインで体験できる」（ダイヤモン

ド社 2020）。「外のものを内へ、内のものを外へ」。テクノ

ロジーの進化は、こんな社会を現実のものにする。 

 

7．「集中」から「分散」へ 

 新型コロナの影響を受け、これまで指摘されてきた「都

市部への⼈⼝集中がもたらす課題」が改めて浮き彫りとな

った。特定地域に⼈⼝が集中すると、今回のような感染症

や⼤規模⾃然災害に直⾯した際、都市機能はたちまち⿇痺

してしまう。他にも道路渋滞、⼤気汚染、地価⾼騰等々、

課題は⼭積していた。誤解を恐れずに⾔うと、それら課題

を先送りにしてきたわけである。それが今回、新型コロナ

によって改めて突きつけられる形となった。今後、世界的

に分散型コミュニティーへの取り組みが急加速するだろ

う。 

プロスポーツビジネスは、スタジアム・アリーナにでき

る限り観客を呼び込む、詰め込むことで成⻑を続けてきた。

だがこれからは、観客を分散させ、地域全体、まち全体で

スポーツを観戦する、楽しむ、かかわるという発想が求め

られるだろう。新型コロナに⾒舞われた今、「新型コロナに

打ち勝つ」という共通の旗を各々が抱えている。その旗の

もと、産官学⺠⼀体となりスポーツを通して豊かな⽣活を

送る、地域を盛り上げる。そのためには、スポーツ界とテ

クノロジー界とのさらなる連携、そして、リアル観戦にお

けるさらなる付加価値の提供が不可⽋である。 

⾔うは易く⾏うは難し。リアルとオンラインの両⾯から、

新たなスポーツ観戦体験が⽣み出されることに期待する

とともに、筆者⾃⾝、微⼒ながらそれに貢献したいと願う。 

 

注 

1） 2020 年 9 ⽉ 26 ⽇、J クラブ名古屋グランパスエイト

は KDDI 株式会社の技術協⼒のもと、これまでにな

い新しい観戦体験や Visual Positioning Service を活

⽤した AR 体験コンテンツなど、さまざまな取り組み

を⾏った。 

2） 2020 年 9 ⽉ 27 ⽇、J クラブ⿅島アントラーズは株式

会社 NTT ドコモの技術協⼒のもと、5G を活⽤し、

試合のマルチアングル映像や解説情報などをスタジ

アム内の 5G スマートフォンに配信するサービスを

提供した。 
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